
令
和
元
年
六
月
十
九
日
提
出

質
問
第
二
六
二
号

水
道
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
目
標
値
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

森

山

浩

行
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水
道
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
目
標
値
に
関
す
る
質
問
主
意
書

経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
八
（
骨
太
方
針
）
に
「
民
間
の
資
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
活
用
す
る
と
と
も

に
、
公
的
負
担
の
最
小
化
を
図
る
た
め
、
「
未
来
投
資
戦
略
二
〇
一
八
」
及
び
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
多
様
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。
地
方
公
共
団
体
等
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
取
り

組
み
や
す
い
方
策
を
講
ず
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
集
中
取
組
方
針

の
中
で
は
、
水
道
の
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
に
お
い
て
六
件
の
具
体
化
を
目
標
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一

そ
も
そ
も
水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
と
い
う
性
格
か
ら
、
地
方
自
治
の
発
達
に
資
す
る
も
の
と
地
方
公
営
企
業
法
に

お
い
て
も
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
事
業
推
進
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
自
主
・
自
立
の
観
点
を
も
っ
て
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
も
地
方
自
治
体
に
お
い
て
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
た

め
、
件
数
の
目
標
を
定
め
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
る
が
、

（
一
）

件
数
の
目
標
を
定
め
た
理
由
を
根
拠
と
共
に
示
さ
れ
た
い
。

（
二
）

目
標
値
を
六
件
と
し
た
理
由
を
根
拠
と
共
に
示
さ
れ
た
い
。

二

政
府
主
導
の
も
と
、
地
方
自
治
の
自
主
・
自
立
的
な
運
営
を
妨
げ
、
誘
導
的
な
取
り
扱
い
と
も
見
え
る
六
件
の
誘
致
目
標

一



は
す
み
や
か
に
削
除
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
骨
太
方
針
二
〇
一
九
に
お
い
て
も
件
数
の
目
標
を
定
め
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


